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1. はじめに 

 昨今，我が国の地方都市は様々な問題を抱えてい

る．地域交通に焦点を当てると，公共交通事業者は

採算が取れない路線から撤退している現状にあり，

公共交通のサービスレベルが低下している．地方都

市のモータリゼーションは三大都市圏と比較して

進んでおり，高齢化社会においてはより公共交通の

重要性が高まっているにもかかわらず，公共交通の

利用率は低下している．同様に地域観光産業の面に

焦点を当てると，少子高齢化による人手不足が発生

し宿泊施設の経営に支障が発生している．個人経営

の宿泊施設で特に問題となっており，送迎による負

担が重いため他の業務へ手が回らずサービスレベ

ルが低下している．地方都市の住民・観光客双方の

利便性を考慮した公共交通の最適化の必要性があ

る． 

 公共交通の最適化には地域住民・観光客の移動実

態を把握する必要があるが，従来の手法ではアンケ

ート調査や大規模な移動実態調査などが必要とな

り，後者は莫大な費用及び手間から高頻度で実施す

ることは困難である．さらに，今日の流動的な社会

状況からリアルタイムでデータを収集する必要性

が高い．そこで瞬時にデータを反映する IoT デバイ

スを活用した移動 OD推定手法に着目した． 

 本研究では，三重県鳥羽市及び同市相差町の主要

箇所に設置された顔認証用 IoT デバイスを利用し，

観光客の移動 OD 推定及び最適化手法を検討する． 

 

2. IoT デバイスについて 

2.1 IoT デバイスを利用した移動実態調査 

近年急速に発展している IoTデバイスは移動実態

調査でも多く使用されている．既往研究では

Bluetooth Low Energy の特性を活用した交通データ

需要予測 1)，ビッグデータや電気通信事業者など行

う GPS を利用した移動実態調査 2)，Wi-Fi を利用し

た移動実態調査 3)，が存在する．しかしこれらの方 

 

 

 

 

 

 

 

 

法ではプライバシーへの配慮や協力者が自身で設

定しなければならない項目があり，調査協力へのハ

ードルが高い． 

2.2 顔認証デバイスの概要 

 本研究で活用する利用者情報可視化システム（図

1）は顔認証用 IoTデバイス（図 2）から設置した施

設の利用者情報を収集し移動経路や，移動時間，利

用者の情報を収集・分析するものである 4)． 

利用者情報可視化システムに使用する顔認証用

IoT デバイスは IPカメラで撮影された画像から

FaceAPI と Abeja といった顔分析 AI を利用して顔

情報のみを抽出する．この際，使用された顔画像

は完全に削除され顔情報を FaceID としてクラウド

データベースに保存する．収集した顔情報から性

別，年齢が取得され，撮影された地点の GPS，日時

が紐づけされる．なお，一度でも検出された情報

はデータベースに保存され個人番号が割り振られ

る．以降，どの地点で観測されても同じ個人とし

て認識する．顔分析 AI の FaceAPI ではマスク無

し，Abeja ではマスク有の場合の顔情報の抽出を行

っている 4)． 

 

3. 観光周遊行動への適応 

本研究の対象地域である三重県鳥羽市相差町で

はコミュニティーバスが鳥羽市市街地方面へ向か

う主要な公共交通であり，市民の利便性や観光収入

の為に持続可能な公共交通手段の充実が必要とさ

れている． 

図 2 顔認証用 IoT 

デバイス構成 

図 1 顔認証用 IoT 

システムの概要 
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現在，相差町では観光地活性化の一環として，地

域共同交通に関する実証実験を行っている．これは 

宿泊客の送迎用として利用している各車両を共

同で運行し，町内の周遊，鳥羽駅への送迎等の利便

性を向上し，運行の効率化を図ることで，宿泊施設

への負担軽減を目指すものである．鳥羽駅～相差町

を定期運行するルート，相差町内を循環する 2 路線

によって構成されている． 

 

4. 感染症流行による通行量の変化 

観測された通行量データは，各地点・時期におい

て常にデバイスが稼働していないため，FaceAPI，

Abeja 双方の稼働日数が同じとなる，9 月から 11 月

の「花の宿重兵衛」と「海女の家五左屋」の検出通

行量データを比較した．図３，図 4 はそれぞれの顔

認証 AI にて観測した場所別月別通行量を表してい

る． 

両地点において，全国のコロナウイルス感染者数

が最も少なかった 9 月の通行量が比較的多く，感染

者数が徐々に増加した 9 月以降は通行量が徐々に減

少していった 5)．この結果から県外から多くの観光

客が訪れており，発表されている感染者数と通行量

が反比例の関係にあることが分かった． 

 

5. トリップチェイン分析 

 同一の FaceID にて記録された個人のデータを抽

出し，分析を行った．図５に相差町，鳥羽駅周にお

ける，鳥羽駅を利用した個人のトリップチェインの

抽出結果を示す． 

これらのデータの大部分は数日間にわたり，同じ

地点で何度も観測されており，顔認証用 IoT デバイ

スの範囲内を何度も通行したと考えられることか

ら，地元住民のものであると考えられる．また，鳥

羽駅を利用している個人は相差町内の喫茶店を 2 時

間程度利用している．石神さん近辺を訪れる多くの

観光客が女性であることを確認した． 

 

6. おわりに 

本研究では三重県鳥羽市相差町を対象とした顔

認証用 IoT デバイスを用いた周遊行動分析を行った．

新型コロナによる観光流入の変化を分析するとと

もに，通行量と 2 種類の顔認証 AI から得たデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を利用し，トリップ特性を把握した．今後の展望と

しては，顔認証用 IoT デバイスの設置個所を増やし，

取得データを利用した更なるトリップチェイン分

析や，観測精度の検証等を行う予定である． 
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図 5 トリップチェイン抽出結果 

図 4 月別通行量（Abeja） 

図 2 月別通行量（FaceAPI） 
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